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城下町仙台の拡大に伴う侍町の変化

後藤雄

はじめに

近世初演には，中惟末期の域下町が基礎となり，領

国全体の統合中心として規模が拡大された城下町のほ

かに，新たに多くの城下町が建設された。これらは，

当時の人口を収容できるだけの面積をもち，政治・軍

事・経済とし、う城下町の機能自的に応じて，持量敷・

町屋・寺社などが，城をひとつの核として配置されて

いた。ところが，内外の喪図により，誠下町が拡大す

るに持い，離心性の5齢、寺社・足軽町などは，外縁に
移転してゆく。この過程を研究した例は多い〈鈴木

1959)。これに対し，城下のなかで宗い面積を占めてい

る侍町については，このような研究はほとんどなし、。

もちろん，侍町について拭，中心となる械のまわりに

大身持，外縁には小身の侍が憲住しているという一時

点での配盤状態に関し，個々の誠一下町について矢守

(954) ら多くの指携が行われてきた。さて，仮に，

大身・小身侍の配置が，求心・離心性をもっとするな

ら，城下の拡大に伴い，それらの再配置が予想される

が， このような現象は，実際ι起っていたのであろう
かα 言い換えるならば，城下の拡大は， IB城下城にど

のような変化を及ぼしたので‘あろうか。この研究の目

的は，上記の艶題を明らかにすることにある。

研究対象としては，伊達藩の城下需{出合を取り上げ

た。その理由は資料となる城下絵霞が多いというこ

とのほかに， この種の研究を行なう上で， {出合は，以

下のような利点を備えているからである。

(1)城下町の規模が，この薪究に灘当であると考え

られること。期ち，中小の城下町では，その規模に比

べて，錨々の変化の比重が大きすぎ，また，競撲の大

きな江戸などでは，構造が多核的で捉えにくい。

(2) 城下の拡大が，大規模に行なわれたこと。伯舎

は，城下が雄投された援殺の初めから充接期までに，

城下命寵積が約2情に拡大され，変化が大きく現象を

理解しやすい。

きて， この研究では，城下拡大の末期κあたる寛文
~延宝期間の変化をとりあげることとし，また，対象!

となる持町1)とは，域下絵鑓に人名が記載されている

組士以上の設住する地底に穣定した。

1 城下町仙台の拡大

伊連政宗が，仙台青葉山の地を岩該と定め，築城工

事を開始したのは慶長S年 (600)のことで，これ

と王子行して，城下が計画的に建設された。寛永5年

(1628)，政京は城下南東に若林域〈現在の宮城刑務摂〉

を築在留の間ここ拡常住することになるo そのた

め， ここ広小境下町が形成され，これが域下の階東へ

の拡大を促した。覧会く 16年 (639)，忠京によってこ

の丸2)(青葉山の醜〉が造営されたことにより，若林誠

表1 仙台関係略年表

天正 19年 (591)I 併漆政宗，本拠全米沢から岩出山に
i 移す

藤長 5年 (600)I仙台築域開始
寛永 5年 (628)I若林城埠営
16年 063告)I 11出台城ニの丸造営

正義 3年 (646)I正録2・3年絵図
承応 3年 (654)I東照宮建立

寛文 5年 (1665)I仙台惣屋敷定が出される
9年 (669)I寛文s・9年総鑓
11年 (1671)I寛文事件おこる

砥宝 3年 (1675)I綱基〈第4代議審主，のちの縞村〉
i 初入態

8年 (1680)I延室6--8年絵図
棄事先年 (684)Iこの年調査の奥州分内高93万百余

〈奨燕分表高 60万石)

元様 5年 (692)|冗様4・5年絵露

(i宮城県郷土史年褒Ji仙台の歴史Jより伶成)

表2 伊灘家臣自の摺成

O平土以上 2696名

地方知行 1700 

切米扶持方 996 

0範土 1050 

徒小数級・不断組・給ヨミ組・名懸組・鷹匠組

・在々 洩給主

。卒以下緒職人 4670 

思軽・小人衆・餌弼衆・藷職人など

計 8416

〈案文 10年調)
(i宮域県史2Jより作成〉
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陸l 覧文8・3年のイ荷台
1.域・藩撞設 2.侍盤敷 3.定軽量敷 4.小人・露事1・訪主衆畏敷 5.御職
人議敷器.町麗 7.寺社合丘陵との境界
crイ出合城下絵図の研究J付悶 15より作成〉

は蕗ょとされ，械下は再び川内〈広搬出右隊〉をその中

心とすることになった。この頃，城下北東部では，北

二番了から北西番丁まで侍麗敷がつくられていたへ

この時期の状態を議しているのが. 11出合城下絵障とし

て現帯最古の正保の絵関〈正保2・3年 (1645・46)製作

と推定，幕府提出用〉である。これと次に述べる寛文

の絵国とを比較すること拡よって，正保~寛文期間の

拡大をみると，最もそれが著しいのは城下北東部で，

東熊宮の建立拡持う門前町的町農〈宮町〉の設賓と，

北五・六番7および宮町無辺に侍屋敷が増加している

のがみられる。

間刀田(1936)によれば，寛文~挺宝期間において

作成され現葬する絵国は，数種類であるとしている。

筆者は，この中から.r仙台掠下絵罷の研究Jの付額で
あるイ出合城下絵歯〈寛文8・9年(1668・69)製搾と推定)
とイ出会誠下大絵関〈延宝6--8年(1678--80)関製作と

推定，以下，案文わ給国・延宝の絵摺とする41)に基弘

土地利用分類図合作成し， この間の城下の拡大をみよ
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園2 延宝6......8年の仙台
凡例は図1と同じ
cr仙台城下絵図の研究」付図 16より作成)

うとした(図 l・2)。城下絵図は，一枚の絵図でも城下

の全体にわたって縮尺が統一されていないし，また，

両絵図間でも縮尺が異なるので，地図作成にあたって

は，現代の地図に道路と城下の境界をおとし，それを

もとにして区分を行ない，縮尺が城下で一定となるよ

うにした。また，原図にはないが，参考とするため，

若林城跡(当時在郷分)を書き加えた。図 lと図 2と

を比較してみると， この期間には，足軽町・職人町な

ども新設されてはいるが，侍屋敷の増加が大きな部分

を占めている。これについての実証的研究は，ほとん

ど行われていないが，以下の変化が生じていたとすれ

ば，城下の拡大， とくに侍屋敷が増加したことも首肯

できょう。

(1) 武家の人口は不変であっても，直臣の数が増加

した。それは，新田開発等によって農業生産力の拡大

がはかられたことに起因すると思われる。仙台藩では，

17世紀前半においては，家臣による開発が主であった

が，寛文期以降，藩直営の新田開発も大いに進み(宮

城県 1966，pp.487......494)，それにより，新規召抱や加

増による分家が行なわれたと思われる。5)
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怒3 持髪敷の増減
1.拡大地での持議敷の増加 2.正識の験摺による北東部の隷下の範罷 3.東文
期における大農数の分布 4.寛文期拡おける小農轍の分布 (3・4の大震敷・小麓
敷については，拡大地についても詑入した) 5.侍幾敷以外の土地利用 ι分離
による侍鹿敷の増加(大丸5軒，小丸1軒) 7.土地利用ゎ変化による侍盤敷の増
加c1軒) 8.合併による侍屋敷の減少 (1僻) 9.土地利用の変化による侍盤散の
減少c1軒) 10.大農敷の分割による侍の駿敷移動
(f仙台城下絵閣の研究」付図 14，15， 16により作成)
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(2) 地方知行舗がおこなわれていた船台蕃におい

て，持の君主形態に変生がさ長じてきた。つまち，地方

知行の侍は，1)倍台のみ.2)在郷のみ， 3)イ出合と在

郷の両方に星敷をもっという 3種頼む岩住形懇が可能

だったと考えられるが， これらのうち. 2)→3)，およ

び2)→1)の変化がおこっていたと思われる(仙台市

1954 pp. 347-----348)。おそらくこの変化は，仙台藩の地

方知行制が変費化された畠}こととも関係があるのであ

ろう。

2 寛文~廷宝鶏需の侍襲敷の増加

次拡，城下の拡大広持う侍の麓住パターンの変先を

具体的に調べてみた。この際，ふたつの傑冨からの考

察が必要と考えた。ひとつは，侍が居住する屋敷の変
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化であり，もうひとつは，居住者の移動についてであ

る。両者は，相互に関連しているが，以下では，それ

ぞれについて，城下の拡大に伴う変化をみていくこと

にする。はじめに，屋敷数の変化をとりあげた。

この研究で対象とした組土以上の戸数は，寛文の絵

図で約2，520戸，延宝の絵図では約 3，280戸と，両絵

図間で760戸余りも増加しているが，これは，形態的

に3つのタイプに分けられる。(1)城下の拡大による

もの， (2)旧城下域の中に残されていた耕地・空地が

侍屋敷となったもの， (3)旧城下域内での侍屋敷の分

割によるもの7) (図3)。

(1)は主として，城下北東部の北七・入・九番丁と，

東部の小田原・東八・九・十番丁でみられる。延宝の

絵図によってこの地域の屋敷の大きさを調べると，ほ

とんどが小屋敷で， これは，組土と平土でも下級の者

が居住していることを示している。そのほかに，城下

北西部と南東部にも若干の増加がみられるが， これら

の地域についても，屋敷は小さく，北東部・東部と同

じ状態が理解できる。 (2)は，寛文の絵図では，城下の

中に含まれながら田畑または空地であった城下北部の

3ヶ所，および，南東部の御茶畑に侍屋敷が建てられた

ものである。

3つのタイプそれぞれの侍屋敷の増加数は， (1)が約

520戸で最も多く， (2)が約 70戸， (3)が約 160戸と

なっている。これによれば，屋敷の分割による増加の

占める割合も大きいといえるであろう。

屋敷の分割は，城下北東部と城の周辺において顕著

である。北東部の大屋敷8)のうち 6軒は，正保~寛文期

間につくられたものであるが，それらが寛文~延宝期

間に細分されへ周囲に分布していたと同じ小屋敷に

変化している。この傾向は，城下の拡大が停止する元

禄期まで継続し，城下北東部から大屋敷が姿を消すこ

とが，仙台の古地誌10)からうかがわれる。政庁である

二の丸を含む川内地区でも，屋敷の分割がおこってい

る。これには，大身侍をより多く住まわせるためと，

城中の仕事に従事する小身侍の屋敷が不足していたと

し、う両方の理由が考えられよう。

城下では，侍屋敷から他の土地利用に変化したこと

と，屋敷が合併されて広くなるとし、う両方の理由で，

屋敷数が減少する例もみられる。後者は，城に近いと

ころでおこっている現象で，それらは，役職が高くな

り加増された侍と，綱基の初入国により仙台に屋敷を

与えられた学者などの屋敷である。

寛文の絵図には，城下外縁に，下屋敷と記入されて

いるものと，大身侍の名が2ヶ所にあることから下屋

敷と判断されるものとが，計4軒記されているが，そ
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のほかは本屋敷とみなせる。これは，城下防禦の面か

らも説明できょうが，新たに仙台に居住する大身侍，

または，分家した大身侍が大屋敷を必要とする場合，

城近くの大屋敷を分割するか，城下の外縁に大屋敷を

設置するかとし、う対応から生じたものと考えた方が妥

当であろう。ところが，寛文~延宝期間では，外縁の

大屋敷が細分され，城の近くには大屋敷，外縁には小

量敷とし、う傾向が明らかとなってくる。

寛文の絵図で外縁などに存在していた大身侍の本屋

敷が分割されたあと，新たな屋敷をどこに与えられた

かを，図 3に示した。彼らは，広瀬川左岸の中位段丘

末端に連なる片平丁の南部に移動させられているが，

ここは，門閥級の大身侍が多く居住している地区であ

る。このように，大屋敷の分割により，大身侍が城の

近くへ移され，再配置が行なわれた。

3 寛文~延宝期間の侍の屋敷移動

城下における侍の屋敷移動の激しさについては， こ

れまでにも指摘されてはいるが，それを城下全体につ

いてのパターンとして見出そうとする試みは，ほとん

どないと思われる。そこで， ここでは城下の拡大との

関連で，移動のパターンを調べることにした。

城下内での移動を調べるため，寛文・延宝の絵図に

共通に存在する同姓同名の侍約700名のうち，屋敷を

移動したとみられる 156名について，移動前後の位置

を図に示して検討した(図 4)。この方法を行なう場合，

いくつかの間題点がある。すなわち， (1)同姓同名の侍

というが，約 10年を隔てた両図にみられる者は，同一

人物でも父子関係でもない場合がありうる。 (2)移動

の途中で経由している位置がわからなし、。(1)につい

ては，寛文・延宝の絵図の各時点で，同姓同名の侍は，

1%以下であることから，仙台のように大きな城下町

での現象では，全体の傾向を捉える上で支障は少ない

と思える。また， (2)についても，傾向をみるという目

的からすれば，大きな問題ではないであろう。

以上，絵図を資料とすることによって生ずる問題を

考慮した上で，侍の屋敷移動の傾向をみることにする。

移動した侍の量敷分布は，城下全体での屋敷の密集度

にほぼ等しいといえる。即ち，正保の絵図で鷹師屋敷

と記されている南部の米ケ袋と土樋の地，および歩者

屋敷となっていた城下北東部の組土居住地で変化が大

きく，大屋敷が連なる川内・片平丁で少なくなってい

る。また，侍の屋敷移動を，旧城下域から拡大地への

移動のほかに，城を中心として，旧城下域内での離心

的・求心的移動の数を表にまとめた(衰の。表でその

他とあるのは，城を中心として回転するように移動す
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図4 持町における侍の態敷移動
1.拡大地 2. I日産生地 3.新農住地 ι域下外からの転入地 5.侍議敷以外
の土地利用
げ仙台城下絵図の研究j付図15，16より作成〉

るものと，移動距離が100m以下のものである。移重ち

した持のうち， 25%は城下の拡大地への移動で島り，

それらはすべて小身の静である。また，拡大地へ移譲ち

した侍の移動距離は，比較的短く，前岩住地も城下の

外縁に位寵していたことがわかる。これは，援下の愚

大により，小身待が移動させられたことに組閣するも

のであろう。 i日城下域内での移動位ついても，離心的

移動が卓越しているが，これも城下の拡大広伴う変化

と考えるのが妥当であろう。

次に，寛文の絵図tこなし延宝の絵謡民のみみられ

る務字の侍により， この期間に他合へ転入してきたと

みられる持が， どのような屠住分布を示しているかを

調べてみた。これらは，在郷から組合へ移ってきた待

と，新規忍抱の者であり，全体で98名になる。このう

ち.44名が拡大地に居住しており，小身侍がほとんど

である。拡大地の謹積に比べ，そこへお転入の艶合は

大きいといえる。また， 18誠下城への転入は，屋敷の

密集震にほぼ等しし、。

このように，襟下の拡大がほぼ持滞する延宝期まで

には，侍の藩j曹別に，城を中心として再軍置が行なわ
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表 3 侍の屋敷移動パターン

拡大地への移動

離心的移動

求心的移動

その他

39 (25%) 

58 (37 ) 

40 (26 ) 

19 (12 ) 

156 ぷ』
ロ 計

(1仙台城下絵図の研究」付図 15・16より作成)

表 4 大身侍屋敷における定住度

寛文絵図延宝・絵図まで元禄絵図まで

)11 内 48戸 29 (60%) 12 (25%) 

片平丁 40 28 (70 ) 17 (43 ) 

中島丁 22 14 (64 ) 10 (46 ) 

清水小路 22 21 (96 ) 15 (68 ) 

琵琶首花壇 8 7 (88 ) 6 (75 ) 

(1仙台城下絵図の研究」付図 15・16，1仙台市史資料篇
2J地図2より作成)

れ，寛文~延宝期間に転入してきた者も，それに従っ

て城下に屋敷が与えられている。

最後に，大身侍の居住地として，川内(広瀬川右岸)・

片平丁・中島丁・清水小路・琵琶首花壇(間左岸に連

続的に存在)を選び，寛文の絵図にみられる侍・およ

びその子孫の屋敷への定住度を表にしてみた(表4)。

これから，二の丸がある川内で移動が最も大きいこと

がわかる。伊達世臣家譜ll)によれば，川内には，重職

者およひ藩主側近などがおり，その中には，役をはな

れるとほかの場所へ屋敷を移される者もいる。また，

仙台惣屋敷定12)によると，有役の侍が無役の侍に優先

して屋敷を与えられるごとが書かれている。この役職

に伴う移動は，小身侍についてもあてはまると思われ

る。これらを考えあわせると，城下の拡大が行なわれ

なかったときには，離心的・求心的移動の数はほぼ等

しかったが，拡大がおこった時期には，侍の階層によ

る再配置のため，離心的移動が多くなるのではなかろ

うか。これは，今後の課題として調べてみることが必

要と考える。

4 むすび

城下の拡大に伴う侍町の変化を，仙台を例として地

理学的立場から把握を試み，その結果次の事柄が明ら

かとなった。

(1) 城下の拡大により，旧城下域の外方へ侍屋敷が

広がると共に，耕地・空地の侍量敷への転化が行なわ

れた。旧城下域内では，外縁および城の周辺で分割が，
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また，城の周辺では屋敷囲の拡大がみられる。

(2) 城下の拡大に伴い，大身侍は城の近くへ，小身

侍は拡大地または外方へ移動し，城を中心とする再配

置がみられる。また，新しく仙台へ転入してきた者も，

その配置に従う傾向にある。

このように，城下の拡大がほぼ停止した延宝期には，

屋敷とそこに居住する侍の双方に関して城を中心とし

た再配置がみられる。これを，城下内での地域別に考

えてみると次のようになろう。つまり，城下の拡大に

伴う変化の著しい地区は周辺部の小身侍と大身侍とが

混在していたところで，大屋敷が小屋敷に細分され，

大身侍は求心的移動を，また，小身侍は離心的移動を

みせている。城の周囲でも変化が著しい。大屋敷が分

割されると共に，小屋敷が合併され，城の周囲に大身

侍が一層集住することになる。

仙台を例として，以上のような結論が得られたが，

これは，城下町すべてに共通する現象であるかは疑わ

しい。資料の制約により，すべての城下町について，

この種の研究を行なうことは困難をともなうが，事例

を積重ねることにより，各城下町に共通する部分と特

殊な部分とを見極めることが，今後の課題であろう。

本稿の作成にあたり，御指導を賜わった東北大学能登志

雄前教授，西村嘉助教授，長谷川典夫助教授に深く感謝いた

します。 0977.3.19 受理)

注

1) 仙台では，これを「丁J1小路J1通」といい，町

人町・足軽町と区別していた(小林 1957)が，

ここでは「侍町」と総称することにした.

2) 二の丸の造営により，山上の本丸は儀式のとき

だけ使われることになり，ここが，藩主の居館と

政庁を兼ねることになる.

3) 1寛永十四・五年之頃.北二番丁より1ヒへ御屋

敷割御座候。J(東奥老士夜話仙台叢書第八巻
所収)

4) 正保・寛文・延宝の絵図の製作年代について

は，阿万田 (1936)の推定に従った.

5) 三好 (1970)は，新規召抱や分家による家臣の増

加が，侍屋敷地区の拡張・再編を促すことを示

唆している。

6) 延宝期以降，藩主の集権体制の強化と，封建農民

の成長とによって，大身領主層においても単な

る徴税権が認められるだけとなる(宮城県

1966. p. 101). 

7) 服部(966)は，城下中心地域における侍屋敷の

細分化傾向と重臣クラスの下屋敷が分割されて
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いることを，後期的変審のひとつとして指擁し

ている.また，阿万毘 (1936)も大屋敷の細分に

控目している.

8) 寛文5年(1665)の仙台惣艶敷定(他台市史s所
収)t.こは，侍の様高に対する豊敷の認さが規定さ

れている.ところが，苔質文以上については記載

がない.そこで，ここでは. 1200坪〈百貫文よ

り入十質文までは，表40間裏30間の規定)以上

の屋敷を大屋敷とよび， 1鵠=6尺とみなして絵

図上で拡さを測定し，関3に記入した.iた，十

糞文以下および切米扶持方の侍は， 360坪(表 12

関聾30関〉の広さと定められていたので，これ

を小鑑敷としてそれが連続している地域をも歯

3に示した.絵図の性議上，区分は厳密とはし、え

ないが，これによって大震敷・小麗敷の分布の

概警警はつかめると思う.なお，本文中で小臆敷と

述べているのは襲留に示したものよりやや広い

畳敷をも含んでいる.

9) 古地誌のひとつで為る仙台畿の子〈仙台市史8

所i段)には，この記事がいくつかみられる.r津
田玄審大騒敷四方首三四十間なり.延窓六年四

月わりくずし小鹿敷数軒いづる.J r山本勘兵衛
議敷延宝主主年小量敷居軒となる.J r亙理償譲盤
敷寛文十一年の横丁を通し小島敷となり六軒7

出る.J 
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10) 上詑の仙台麗の予など.

11) 港政中期における 100石以上の家臨の略喪を記

したもの.

12) 他台市史s所j民
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The Changes of Sαmurai Quarters in ExジansionProcess of the Castle Town Sendai 

Yuji GoTO 

In J apan， in the late 16th and the early 17th centuries， 
many cast1e towns were newly constructed as political， 
economic and military centers of feudal territories 
under city plannings. Sendai was such a case. Exem-
plified from the case of Sendai， the author intends to 
analyze the changes in samurai quarters which occu-
pied extensive area in thecastle town恥
For the analyzing， he compared the two maps in the 
second half of the 17th century. The size of residential 
lots generally diminishes in accordance with the dis-
tance from the castle. According to the older map， 
however， there was mixed residential sites of different 
clas明sof samurai on the peri phery. 
The remarkable changes were at the residential areas 
near the castle and on the periphery. On the periphery， 
the sites of Iarge houses were subdivided into smalI 

units， and upper-c1ass 抑制uraimoved to the houses 
of Iarger sit偲 locatednear the castle. At the same 
time， the Ioweトc1asssamurai moved further outward， 
accompanied with the expansion ofもuilt-uparea. At 
the residential areas near the castle. a shortage of large 
houses for the upper叩c1asssamurai was brought about. 
The sites of Iarger houses were suるdivided into the sites 
of medium size， and small sites were combined to larger 
sltes. 
As the result， the house of upper-class samurai were 
concentrated to the areas near the castle， and the pe-
riphery exc1usively became the residential areas of 
lower叩c1ass. Thus， the zoning of samurai quarters 
became c1ear in the late 17th century when the expan-
sion of castle town stagnated. 


